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船
橋
市
は
「
行
財
政
改
革
」
を
口
実
に
、

市
営
住
宅
と
都
市
公
園
（
運
動
公
園
、
法

典
・
若
松
・
高
根
木
戸
近
隣
・
北
習
志
野

近
隣
公
園
等
）
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
都
市
公
園
に
つ

い
て
は
９
月
12
日
、
議
会
で
企
画
財
政
部

長
が
「
再
来
年
度
導
入
に
向
け
て
検
討
を

進
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
地
方
自
治
体

の
施
設
管
理
を
民
間
団
体
に
委
託
で
き
る

よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　

か
つ
て
施
設
管
理
は
公
的
団
体
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
財
界
が
規
制
緩
和

を
求
め
、
２
０
０
３
年
の
法
改
正
で
営
利

企
業
に
も
開
放
。
財
界
は
「
２
兆
円
市

場
」
「
設
備
投
資
な
し
で
儲
け
ら
れ
る
」

と
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

行
政
コ
ス
ト
縮
減
と
管
理
会
社
の
利
益

　

市
の
「
将
来
財
政
推
計
」
で
は
、

「
公
債
費
（
借
金
）
が
膨
ら
み
、
こ

の
ま
ま
で
は
４
年
後
の
２
０
２
２
年

度
に
は
財
源
不
足
で
予
算
が
組
め
な

く
な
る
」
、
「
だ
か
ら
市
民
負
担
を
増

や
せ
。
市
単
独
事
業
を
削
れ
。
外
部

委
託
を
増
や
せ
」
と
い
っ
た
主
張
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
公
債
費
増
大
の
要
因
は
、

こ
の
間
相
次
い
で
行
わ
れ
た
、
新
北

部
清
掃
工
場
、
三
番
瀬
環
境
学
習

館
、
運
動
公
園
プ
ー
ル
、
市
立
船
橋

高
校
新
第
３
体
育
館
な
ど
の
大
型
建

設
事
業
。
い
ず
れ
も
適
切
な
事
業
の

進
め
方
を
す
れ
ば
支
出
を
大
幅
に
圧

縮
で
き
た
と
思
わ
れ
る
も
の
ば
か
り

で
す
。
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確
保
の
た
め
に
人
件
費
が
抑
制
さ
れ
、
労

働
者
の
非
正
規
化
、
低
賃
金
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
静
岡
県
の
「
適
正
な
指
定
管
理

者
制
度
を
考
え
る
研
究
会
」
の
調
査
で

は
、
指
定
管
理
者
の
４
割
が
「
職
員
が
足

り
な
い
」
と
回
答
し
、
職
員
の
58
％
が
非

正
規
で
し
た
。
ま
た
次
年
度
契
約
が
取
れ

な
か
っ
た
場
合
、
職
員
の
雇
用
に
つ
い

て
、
正
規
は
３
割
、
非
正
規
は
５
割
「
解

雇
す
る
」
と
事
業
者
が
回
答
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
実
態
に
つ
い
て
市
に
見
解
を

質
し
ま
し
た
。
山
崎
副
市
長
は
「
適
切
な

設
計
を
心
が
け
な
け
れ
ば
」
と
言
い
つ

つ
、
「
（
財
政
の
）
将
来
を
考
え
れ
ば
総
合

的
に
、
直
営
と
指
定
管
理
な
ど
い
ろ
ん
な

工
夫
を
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

大
型
公
共
事
業
で
放
漫
な
財
政
運
営
を

し
て
き
た
ツ
ケ
を
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
に
回
す
と
い
う
発
想
で
す
。

圧
倒
的
に
少
な
い
公
営
住
宅

　

市
営
住
宅
の
指
定
管
理
に
は
入
居
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
漏
洩
の
危
険
、
福
祉
部
門

と
の
連
携
機
能
低
下
な
ど
、
様
々
な
デ
メ

リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
中
核
市
38
市
中
の
比
較
で
は
「
人

口
10
万
人
あ
た
り
の
公
営
住
宅
数
」
船
橋

市
は
下
か
ら
３
番
目
の
４
１
７
戸
。
38
市

の
平
均
戸
数
で
あ
る
１
８
７
４
戸
を
大
幅

に
下
回
り
ま
す
。
「
市
営
住
宅
で
検
討
す

べ
き
は
増
設
だ
」
と
質
し
ま
し
た
。
市
は

「
２
０
１
６
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
１
１

０
戸
増
の
予
定
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
少

な
す
ぎ
ま
す
。
今
後
も
追
求
し
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】
９
月
24
日
号
（
Ｎ
Ｏ
・

９
３
５
）
の
橋
の
改
良
工
事
の
記
事
中
「
船

橋
市
漁
業
協
同
組
合
」
と
記
し
た
も
の
は

「
東
京
湾
漁
業
振
興
対
策
委
員
会
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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「
将
来
財
政
推
計
」
に
は
、
来
年

度
以
降
の
事
業
費
と
し
て
、
南
部
清

掃
工
場
建
て
替
え
事
業
（
１
２
７
・

３
億
円
）
、
船
橋
駅
南
口
地
区
の
さ

ら
な
る
市
街
地
再
開
発
事
業
（
51
・

5
億
円
）
、
東
葉
高
速
線
の
新
駅
設

置
事
業
（
49
・
4
億
円
）
、
海
老
川

上

流

地

区

土

地

区

画

整

理

事

業

（
36
・
3
億
円
）
、
飯
山
満
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
（
33
・
3
億
円
）
な

ど
の
大
規
模
事
業
が
軒
並
み
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
南
部
清
掃
工
場
は

現
状
で
も
焼
却
炉
１
つ
分
以
上
過
剰

な
施
設
。
「
ご
み
の
減
量
」
を
名
目

に
家
庭
系
可
燃
ご
み
の
収
集
回
数
の

削
減
を
こ
の
10
月
１
日
か
ら
強
引
な

や
り
方
で
開
始
し
た
下
で
、
実
に
矛

盾
に
満
ち
た
事
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
海
老
川
上
流
開
発
は
、
大
学
や

専
門
学
校
の
誘
致
な
ど
も
掲
げ
る
市

長
の
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
」

の
下
で
、
市
費
負
担
が
際
限
な
く
拡

大
し
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
事
業
で

す
。

　

「
数
年
後
に
は
予
算
が
組
め
な
く

な
る
」
と
い
う
ほ
ど
の
「
財
政
危
機
」

が
本
当
な
ら
、
こ
ん
な
事
業
が
な
ぜ

計
上
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
結
局

「
財
政
が
厳
し
い
」
な
ど
と
い
う
の

は
、
大
規
模
事
業
を
進
め
る
た
め
の

方
便
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

「
建
設
事
業
の
大
盤
振
る
舞
い
で

公
債
費
を
膨
れ
あ
が
ら
せ
た
あ
げ

く
、
『
数
年
後
に
は
予
算
が
組
め
な

く
な
る
』
な
ど
と
脅
し
て
、
一
層
の

市
民
負
担
増
と
住
民
福
祉
の
切
り
捨

て
を
市
民
に
押
し
つ
け
、
さ
ら
な
る

大
規
模
事
業
の
財
源
を
捻
出
す
る
。

そ
れ
が
い
ま
市
長
が
や
ろ
う
と
し
て

い
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
」
と
質

し
ま
し
た
。

税
金
で
「
呼
び
こ
み
型
」
開
発

　

市
長
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
が
根
本
的
に
違
う
」
と
述
べ
た
上

で
、
海
老
川
上
流
開
発
に
つ
い
て
、

「
今
い
る
市
民
が
毎
日
を
安
心
し
て

く
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
所

（
市
外
）
か
ら
も
『
船
橋
い
い
ま
ち

に
な
っ
た
ね
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
状
況
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も

今
い
る
私
た
ち
の
責
任
」
な
ど
と
答

え
、
市
民
へ
の
し
わ
寄
せ
で
呼
び
込

み
型
の
開
発
行
政
を
推
進
す
る
姿
勢

を
改
め
て
示
し
ま
し
た
。
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